























４. 資本 (純資産) としての当期純利益
Ⅴ. おわりに
Ⅰ. はじめに
今日, 世界中の多くの企業が利用している簿記は ｢複式簿記｣ である｡ 複式簿記の起源
については諸説存在するが, 中世のヨーロッパがその始まりだと考えられている｡ 日本に
初めて ｢複式簿記｣ が伝来したのは1873 (明治６) 年のことである｡ 当時, アメリカの公
立学校で広く使用されていた簿記の教科書 `BRYANT AND STRATTON'S Common
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である｡ 福澤諭吉は同書の序文において ｢帳合學｣ という名称を用いて大衆に ｢簿記｣ を
学ぶことの重要性を説いている｡ 簿記学者ではない福澤諭吉が 『帳合之法』 を出版した理
由について, 日本簿記学会の第２代会長を務められた一橋大学名誉教授・中村 忠先生は
｢実学重視を身をもって示したものといってよい｣ と述べられている(３)｡
『帳合之法』 が出版されてから138年という長い月日が経過した｡ 福澤諭吉が ｢帳合｣
と訳した `book-keeping' を, 現在では ｢簿記｣ と訳すのが一般的である｡ 日本において
この138年の間に ｢簿記｣ を取り巻く環境はどのように変化してきたのであろうか｡ 近年,
日本の教育現場において児童・生徒・学生達の基礎学力の相対的な低下が指摘されている｡
簿記教育にとってもこの基礎学力の相対的な低下という事実は決して無視することのでき














｢高等学校学習指導要領｣ の ｢第３章 主として専門学科において開設される各教科＞第
３節 商業＞第11 簿記｣ がある｡ これは ｢新学習指導要領｣ と呼称され, 高等学校では
2013 (平成25) 年の入学生から実施される予定のものである(５)｡ この ｢新学習指導要領｣




 `BRYANT AND STRATTON'S Common school book-keeping (1871)'は, `PartⅠ.－SINGLE ENTRY',
`PartⅡ.－DOUBLE ENTRY' という二部構成になっており, 現在, 主流となっている `DOUBLE ENTRY'
｢複式簿記｣ だけを解説した書物ではない｡
 福澤諭吉が訳した 『帳合之法』 は, `BRYANT AND STRATTON'S Common school book-keeping (1871)'
を直訳したものではない｡ 原書をもとに商店名や金銭単位などを日本人向けに修正した著作物である｡
 中村 忠稿 ｢福沢諭吉｣, 所収；安藤英義・新田忠誓・伊藤邦雄・廣本敏郎編集代表 『会計学大辞典 (第五
版)』, 中央経済社, 2007年５月15日, p.1188.
 中村 忠著 『会計学つれづれ草』, 白桃書房, 1998年12月16日, p.188.
 数学と理科については, ｢新学習指導要領｣ は平成24年入学生から実施される｡
 文部科学省 Web ページより｡
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/index.htm 2011/08/03
の基本的な仕組みについて理解させるとともに, 適正な会計処理を行う能力と態度を育て




一方, 日本には ｢検定簿記｣ というものは存在していなかったが, 簿記の検定試験制度
が定着し, その中で最も受験者数が多く影響力のある日商簿記検定が１級, ２級, ３級の
それぞれについて出題範囲を具体的に決めたことで ｢検定簿記｣ が誕生した(８)｡
現在, 日本においては, 日本商工会議所及び各地商工会議所が主催する ｢商工会議所
簿記検定試験｣ (日商簿記検定), 公益財団法人・全国商業高等学校協会が主催する ｢簿
記実務検定試験｣ (全商簿記検定), 公益社団法人・全国経理教育協会が主催する ｢簿記
能力検定試験｣ (全経簿記検定) の３つが主要な簿記検定試験となっている(９)｡ つまり,
これら３つの簿記検定試験のいずれかに合格することを目標として学習する簿記を ｢検定
簿記｣ と呼んで差し支えがない｡ 日本の商業高校では簿記検定試験 (特に全商簿記検定)
に合格することを目標とした簿記教育が中心となっており, 事実上, 商業高校における学
校簿記と検定簿記は同化した状態となっている｡ 今日では, 商業高校の実力を測る１つの
















































 文部科学省 『高等学校学習指導要領』 2009 (平成21) 年３月, p.194.
 中村 忠著, 前掲書, p.188.




地商工会議所が主催する ｢商工会議所簿記検定試験｣ である｡ この簿記検定試験は, 一般
に ｢日商簿記検定｣ と呼ばれている｡ 日商簿記検定は, 1954 (昭和29) 年11月21日に第１
回が行われた(10)｡ その後, 1955 (昭和30) 年７月17日の第２回から1996 (平成８) 年11月
17日の第85回までは年２回 (６月と11月) の検定試験が行われ, 1997 (平成９) 年６月８
日の第86回から2011 (平成23) 年６月12日の第128回までは年３回 (２月, ６月と11月；





主催する ｢簿記実務検定試験｣ である｡ この簿記検定試験は, 一般に ｢全商簿記検定｣ と
呼ばれている｡ 1952 (昭和27年) に全国商業高等学校長協会主催で第１回の検定試験が行
われた(12)｡ その後, 2011 (平成23) 年６月26日の第72回まで年２回 (１月と６月) 検定試
験が行われている｡ 全商簿記検定の公表されている各級の受験者数・合格者数・合格率の





















第128回 受験者数 実受験者数 合格者数 合格率
１級 16,635名 13,160名 1,365名 10.4％
２級 69,890名 52,546名 18,299名 34.8％
３級 118,775名 93,091名 34,075名 36.6％
４級 1,094名 918名 312名 34.0％








｢簿記能力検定試験｣ である｡ この簿記検定試験は, 一般に ｢全経簿記検定｣ と呼ばれて
いる｡ 1956 (昭和31) 年10月14日に第１回が行われ(14), その後, 2011 (平成23) 年７月10
日の第165回まで年３回 (２月・７月・11月；ただし上級のみ２月と７月の２回) の検定
試験が行われている｡ 全経簿記検定の公表されている各級の受験者数・合格者数・合格率
の直近のデータ [第164回：2011 (平成23) 年２月20日施行] は以下のとおりである(15)｡
Ⅲ. 入門簿記の意義と出題構成
１. 入門簿記の意義
｢入門簿記｣ とは, 簿記初学者を対象とした学習内容の簿記をいうが, この用語は, 国
語辞典である ｢広辞苑 (第六版)｣ や, 会計学辞典である ｢会計学大辞典 (第五版)｣ にも
記載されておらず, 一般的に認知されているとは言い難い｡ しかし, 日本の簿記検定試験
はいくつかの階級に分かれているので, このうちの最も初歩的な試験内容の階級を ｢入門
簿記｣ と定義することが可能と考えられる｡
日商簿記検定と全経簿記検定には ｢４級｣ という階級の簿記検定試験がある｡ 出題内容
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第71回 受験者数 実受験者数 合格者数 合格率
１級 (会計) 44,301名 41,549名 21,112名 50.8％
１級 (原価計算) 37,952名 35,264名 18,877名 53.8％
２級 58,584名 55,691名 39,133名 70.3％
３級 50,357名 46,061名 30,062名 65.3％
第164回 受験者数 実受験者数 合格者数 合格率
上級 4,570名 3,670名 1,001名 27.28％
１級 (会計) 1,746名 1,487名 582名 39.14％
１級 (工業簿記) 1,836名 1,567名 699名 44.61％
２級 8,857名 8,095名 4,109名 50.76％
３級 13,931名 12,688名 7,134名 56.23％
４級 1,962名 1,800名 1,100名 61.11％
 ｢平成18年度～平成22年度各種検定試験受験者・合格者数集計表｣ より一部を抜粋し作成｡
http://www.zensho.or.jp/puf/download/dl/h17_h22_candidate.pdf 2011/07/16




は ｢商業簿記｣ のみである｡ 試験問題については, 日商簿記検定４級 ｢商業簿記｣ が ｢初
歩的な商業簿記を理解している｣ 程度となっているのに対して, 全経簿記検定４級 ｢商業
簿記｣ は ｢商業簿記の基礎的な知識を有し, かつ初歩的な実務処理ができる｣ 程度となっ
ている｡ このように両者ともに簿記初学者が受験する入門用の簿記検定試験となっており,
｢入門簿記｣ と定義しても差し支えがないであろう｡ そこで, 本稿では, 日商簿記検定４
級 ｢商業簿記｣ と全経簿記検定４級 ｢商業簿記｣ を ｢入門簿記｣ と定義し, 考察を進めて
いくことにする｡
２. 入門簿記の受験状況
入門簿記としての日商簿記検定４級 ｢商業簿記｣ と全経簿記検定４級 ｢商業簿記｣ の簿
記検定試験について, 受験者数・実受験者数・合格者数・合格率について受験状況を検証
してみる｡ 比較するデータは, 日本商工会議所および公益社団法人・全国経理教育協会の
Web サイトで公表されている2011 (平成23) 年２月に行われた簿記検定試験のデータを
利用する｡
これによると, 日商簿記検定が, 実受験者数680名, 合格者数129名, 合格率19.0％であ
るのに対して, 全経簿記検定は, 実受験者数1,800名, 合格者数1,100名, 合格率61.11％と
なっている｡ 入門簿記である４級 ｢商業簿記｣ の簿記検定試験では, 全経簿記検定が日商
簿記検定に対して, 実受験者数で2.65倍, 合格者数で8.53倍, 合格率で3.22倍という結果
になっている｡ 次に両者の受験状況について分析を加えていく｡
 日商簿記検定４級




開催月日 受験者数 実受験者数 合格者数 合格率
日商簿記検定 2011年２月27日 855名 680名 129名 19.0％












日商簿記検定４級の実受験者数と合格者数の推移】 である｡ 【図表１】 からは, 日商簿記
検定４級の実受験者数と合格者数が年々, 減少傾向にあることがわかる｡ また, 【図表２：








全経簿記検定４級の実受験者数と合格者数の推移】 である｡ 【図表３】 からは, 全経簿記
検定４級の実受験者数と合格者数も年々, 減少傾向にあることがわかる｡ 実受験者数につ
いては, 2001 (平成13) 年７月に行われた第135回では8,770名であったが, 2011 (平成23)
年２月に行われた第164回では1,800名まで減少している｡ 実受験者数の減少に伴って, 合
格者数もまた第135回では5,912名であったのに対して第164回では1,100名まで減少してい





























級の受験データ】 および 【資料２：全経簿記検定４級の受験データ】 で比較すると, 日商
簿記検定が実受験者数39,290名, 合格者数16,215名, 合格率41.27％であるのに対して, 全
経簿記検定は実受験者数116,547名, 合格者数77,357名, 合格率66.37％となっている｡ 過
去10年間での比較でも, 全経簿記検定が日商簿記検定に対して, 実受験者数で2.97倍, 合




全経簿記検定４級 ｢商業簿記｣ の試験範囲と日商簿記検定４級 ｢商業簿記｣ の試験範囲
を対比させると以下のとおりとなる(16)｡
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全経簿記検定 (簿記能力検定) 日商簿記検定 (商工会議所簿記検定)
１ 簿記の基本原理
１. 基礎概念




































































商品販売益, 受取手数料, 受取利息, 受取家
















ア. 資本金 (追加元入, 引出を含む)
21. 収益と費用
商品売買益, 受取手数料, 受取利息, 給料,
広告宣伝費, 旅費交通費, 通信費, 消耗品費,


























全経簿記検定４級 ｢商業簿記｣ と日商簿記検定４級 ｢商業簿記｣ の試験範囲を比較する
と, 全経簿記検定では当座預金出納帳が４級からの試験範囲となっているのに対して, 日
商簿記検定では, ３級からの試験範囲となっている｡ しかし, 実際には全経簿記検定では,
過去25回の検定試験において当座預金出納帳の作成問題は出題されていない｡ また, 試験
範囲において, 全経簿記検定では ｢資本 (純資産)｣ と表記しているのに対して, 日商簿
記検定では ｢純資産 (資本)｣ と現行の日本の会社法に準じた表記を使用している｡ それ




全経簿記検定４級 ｢商業簿記｣ は, ｢商業簿記の基礎的な知識を有し, かつ初歩的な実








第１問の配点は, 100点満点中16点から20点 (＠２点×８～10つ) である｡
この問題は, ① ｢個々の勘定科目が, 簿記の要素である 『資産』, 『負債』, 『収益』, 『費




第２問の配点は, 100点満点中28点 (＠４点×７つ) である｡






 公益社団法人全国経理教育協会編 『簿記能力検定試験 第156回～第164回過去問題集４級商業簿記』, 公益社
団法人全国経理教育協会, 2011年４月１日, p.152および第163回 (平成22年11月28日施行) ４級商業簿記
｢出題の趣旨｣｡
 同上書, p.128および第160回 (平成21年11月22日施行) ４級商業簿記 ｢出題の趣旨｣｡
 同上書, p.144および第162回 (平成22年７月11日施行) ４級商業簿記 ｢出題の趣旨｣｡
 諸勘定口座への転記
第２問の配点は, 100点満点中12点 (＠２点×６つ, ＠３点×４つ) である｡
この問題は, ｢仕訳帳の記録に基づいて, 元帳に記録する転記についての理解を問う｣(21)
ために出題されている｡ 仕訳帳に記録された仕訳を総勘定元帳へ転記する際に, 転記する
内容が①日付, ②仕訳の相手勘定科目 (もし, 相手勘定が複数の場合は ｢諸口｣), ③金額
であることを理解しているかどうかをチェックしている｡ なお, 第150回以降の簿記検定
試験のうち15回はこのタイプの問題となっている｡
 資産と負債, 資本 (純資産), 収益, 費用, 純利益の関係
第４問の配点は, 100点満点中８～12点 (＠２点×４つ, ＠２点×６つ, ＠１点×８つ,
＠１点×12つ) である｡
この問題は, ｢資産と負債, 資本 (純資産), 収益, 費用, 純利益の関係の理解を問う｣(22)
ために出題されている｡ これは, ｢資産－負債＝資本 (純資産)｣, ｢総収益－総費用＝純利
益｣, ｢期首資本 (期首純資産)＋純利益＝期末資本 (期末純資産)｣ という会計等式につい
て理解しているかどうかをチェックしている｡
 ６桁精算表, 損益計算書と貸借対照表等の作成
第５問の配点は, 100点満点中28～32点 (＠４点×７つ, ＠４点×８つ) である｡
第５問は, 過去25回の検定試験の出題傾向を大別すると, ①精算表の作成問題 (15回),








資 産 勘 定 現金・当座預金・売掛金・商品・貸付金・建物・備品・土地
負 債 勘 定 買掛金・借入金
資本 (純資産) 勘定 資本金
収 益 勘 定 商品販売益・受取手数料・受取利息・受取家賃・受取地代・雑収入
費 用 勘 定 給料・広告費・発送費・旅費・交通費・通信費・消耗品費・修繕費・支
払家賃・支払地代・保険料・支払手数料・雑費・支払利息
そ の 他 の 勘 定 損益
 同上書, p.161および第164回 (平成23年２月20日施行) ４級商業簿記 ｢出題の趣旨｣｡
 同上書, p.153および第163回 (平成22年11月28日施行) ４級商業簿記 ｢出題の趣旨｣｡
 同上箇所｡









この問題は, 2005 (平成17) 年２月20日施行の第146回以降出題されておらず, また４
級 ｢商業簿記｣ については第153回 [2007 (平成19) 年７月８日施行] 以前の検定試験の
｢出題の趣旨｣ も Web サイトにおいて公開されていない｡ しかし, 第５問として出題さ






全経簿記検定４級 ｢商業簿記｣ に出題される用語は, 簿記を学習していくうえでの最小
限の基本的な用語に限定されている｡ 入門簿記においてこれらの用語を簿記用語と会計用
語に区分することは難しく, 簿記・会計用語として区分せずに学習させたほうが効率的で






全経簿記検定４級 ｢商業簿記｣ では, 商品売買に関する記帳方法は分記法が指定されて
いる｡ 分記法では, 商品勘定 (資産) と商品販売益勘定 (収益) の２勘定を用いて商品売
買を記帳する｡ このため, 第２問の簿記上の取引を仕訳する問題や第５問の精算表, 財務
諸表等を作成する問題などでこの２つの勘定が使用される｡ 分記法による記帳方法は, ①
商品を仕入れたときには資産の増加 (＋) として商品勘定の借方に記入し, 商品を販売し
たときには資産の減少 (－) としてその商品の仕入原価を商品勘定の貸方に記入するので
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 同上書, p.162および第164回 (平成23年２月20日施行) ４級商業簿記 ｢出題の趣旨｣｡
 同上書, p.106および第157回 (平成20年11月23日施行) ４級商業簿記 ｢出題の趣旨｣｡
簿記初学者にとって理解しやすいという点と, ②商品販売益勘定によって売上総利益を常
にチェックすることができるという利点が存在する｡ しかし, その一方において, ①販売
する商品の仕入原価を常に把握しておく必要があるので仕訳を行う際に煩雑さがあるとい
う点と, ②実務での商品売買に関する記帳方法は, 繰越商品勘定 (資産), 仕入勘定 (費




経簿記検定４級 ｢商業簿記｣ では, ｢標準勘定科目表｣ において商品販売益勘定のみが指
定されている｡ これに対して, 日商簿記検定の ｢許容勘定科目表｣ では, 標準的な勘定科
目として商品売買益勘定が指定されており, 商品販売益勘定や商品売買損益勘定も許容勘









ることが可能となる｡ 全経簿記検定４級 ｢商業簿記｣ では, 残高試算表から決算整理を行
わずに６桁精算表を作成させる問題が出題されている｡ これは残高試算表から損益計算書
と貸借対照表を誘導する精算表の仕組みを理解させるためであり, 決算整理のない６桁精
算表の作成は重要な学習内容の一つとなっている｡ ６桁精算表では, 当期純利益 (もしく
は当期純損失) が損益計算書欄および貸借対照表欄の借方合計金額と貸方合計金額の差額
として算出される｡ この当期純利益 (もしくは当期純損失) の金額算出の際には, ｢総収
益－総費用＝純利益｣, ｢資産－負債＝資本 (純資産)｣, および ｢期首資本 (期首純資産)
＋純利益＝期末資本 (期末純資産)｣ という会計等式の理解が必要不可欠となっている｡
しかし, 期末の決算において決算整理事項のない企業 (商店) はほとんどないであろうか
ら, ３級 ｢商業簿記｣ にステップ・アップした段階で修正記入欄のある８桁精算表もしく
は10桁精算表を学習し直さなければならない｡
４. 資本 (純資産) としての当期純利益
入門簿記では, 簿記初学者に対して, 当期純利益 (もしくは当期純損失) は, 損益計算
書欄および貸借対照表欄では借方・貸方反対に表示され, 両者の金額は一致すると教えて
いる｡ 2006 (平成18) 年５月１日に施行された会社法では, 従来の ｢資本の部｣ に代わる
ものとして ｢純資産の部｣ という名称を使用している｡ これは, 従来の ｢資本の部｣ では
表示できない ｢評価・換算差額等｣ などの項目を貸借対照表に表示する必要があるため,
｢純資産の部｣ と名称を変更したものである｡ しかし, この名称変更に異論を唱える会計
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学者も多い｡ 全経簿記検定では, 会社法施行後の2006 (平成18) 年７月に行われた第150
回の検定試験以降も, ｢資本 (純資産)｣ という表記を続けている｡ これは, 日商簿記検定
が ｢純資産 (資本)｣ と表記しているのとは対照的である｡ しかし, 全経簿記検定と日商
簿記検定の両方を受験する簿記初学者にとっては, 学習すべき名称が複数存在することは
決して好ましいことではない｡ また簿記初学者に企業への出資金を示す ｢資本金｣ という
概念を理解させるには, ｢純資産｣ という名称よりも ｢資本｣ という名称のほうが適切で
あることも事実である｡
なお, 入門簿記では商店などの個人企業を対象としているので, 資本金勘定が唯一の
｢資本 (純資産)｣ に属する勘定となる｡ このため, 当期純利益 (もしくは当期純損失) は,
資本の元入れ, 追加元入れと共に, 資本金勘定を増加 (もしくは減少) させる項目として
扱われる｡ 中級レベルの全経簿記検定２級 ｢商業簿記｣ では, 株式会社を対象としている
ため, 当期純利益 (もしくは当期純損失) は繰越利益剰余金勘定へ振り替えられることに




本稿では, 入門簿記としての ｢検定簿記｣ と簿記教育のあり方を考察してきた｡
簿記教育において, 必ず簿記初学者が直面する難問がある｡ それは, １つの簿記上の取




多く, また物事をある１つの側面からしか判断しないことも多い｡ 特に, 簿記を学び始め
たばかりの高校生や大学生には物事を１つの側面 (例えば, 自分の側) からしか判断しな
い人が多いように感じる｡ そのような人達に, １つの事象について１つの側面からだけで
はなく２つの側面から把握するという思考方法を理解させることは殊のほか難しいもので
ある｡ これは高等学校, 短期大学や大学などで簿記を担当する教員が毎年, 苦心する点で





138年前に, 福澤諭吉が 『帳合之法』 を出版した真の意図は, 簿記教育を通じて, 当時
の日本人に ｢１つの事象について２つの側面から把握する｣ という思考方法を広めようと
したからではないだろうか｡ その成果は, その後の日本の経済的な成長として現れている





科学技術が進歩した現代においても, その意義が変わることは決してない｡ 近年, ｢企業
ではパソコンで会計処理を行うので, 会計担当者に簿記の知識は必要ない｣ という意見を














開催年月日 受験者数 実受験者数 合格者数 合格率
平成23年２月27日 (127回) 855 680 129 19.0％
平成22年11月21日 (126回) 743 565 211 37.3％
平成22年６月13日 (125回) 1,085 891 452 50.7％
平成22年２月28日 (124回) 919 725 304 41.9％
平成21年11月15日 (123回) 974 764 162 21.2％
平成21年６月14日 (122回) 1,322 1,114 415 37.3％
平成21年２月22日 (121回) 1,070 831 325 39.1％
平成20年11月16日 (120回) 1,026 791 311 39.3％
平成20年６月８日 (119回) 1,523 1,287 699 54.3％
平成20年２月24日 (118回) 994 749 227 30.3％
平成19年11月18日 (117回) 977 732 362 49.5％
平成19年６月10日 (116回) 1,630 1,333 474 35.6％
平成19年２月25日 (115回) 1,135 919 300 32.6％
平成18年11月19日 (114回) 1,168 943 324 34.4％
平成18年６月11日 (113回) 1,728 1,420 587 41.3％
平成18年２月26日 (112回) 1,283 1,033 414 40.1％
平成17年11月20日 (111回) 1,273 980 428 43.7％
平成17年６月12日 (110回) 1,780 1,495 708 47.4％
平成17年２月27日 (109回) 1,395 1,082 426 39.4％
平成16年11月21日 (108回) 1,800 1,517 669 44.1％
平成16年６月13日 (107回) 2,534 2,156 953 44.2％
平成16年２月22日 (106回) 1,397 1,067 558 52.3％
平成15年11月16日 (105回) 2,004 1,633 822 50.3％
平成15年６月８日 (104回) 2,462 2,061 941 45.7％
平成15年２月23日 (103回) 1,956 1,516 606 40.0％
平成14年11月17日 (102回) 2,640 1,896 915 48.7％
平成14年６月９日 (101回) 3,062 2,501 1,190 47.6％
平成14年２月24日 (100回) 2,092 1,595 424 26.6％
平成13年11月18日 (99回) 2,660 2,192 821 37.5％
平成13年６月10日 (98回) 3,396 2,822 1,058 37.5％
合 計 48,883名 39,290名 16,215名 41.27％
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【資料２：全経簿記検定４級の受験データ】
開催年月日 受験者数 実受験者数 合格者数 合格率
平成23年２月20日 (164回) 1,962 1,800 1,100 61.11％
平成22年11月28日 (163回) 2,992 2,786 2,188 78.54％
平成22年７月11日 (162回) 2,881 2,641 2,084 78.91％
平成22年２月21日 (161回) 2,190 1,968 1,390 70.63％
平成21年11月22日 (160回) 2,874 2,584 1,928 74.61％
平成21年７月12日 (159回) 2,791 2,584 1,935 74.88％
平成21年２月15日 (158回) 2,066 1,862 1,303 69.98％
平成20年11月23日 (157回) 3,007 2,759 2,163 78.37％
平成20年７月13日 (156回) 2,978 2,655 2,052 77.29％
平成20年２月17日 (155回) 2,344 2,041 1,435 70.31％
平成19年11月25日 (154回) 3,065 2,717 1,854 68.24％
平成19年７月８日 (153回) 3,560 3,203 2,278 71.12％
平成19年２月18日 (152回) 3,096 2,757 755 27.38％
平成18年11月26日 (151回) 3,536 3,136 1,621 51.69％
平成18年７月９日 (150回) 4,505 4,043 2,244 55.50％
平成18年２月19日 (149回) 2,802 2,449 1,770 72.27％
平成17年11月27日 (148回) 4,393 3,988 2,737 68.63％
平成17年７月10日 (147回) 5,126 4,622 3,695 79.94％
平成17年２月20日 (146回) 3,557 3,007 1,894 62.99％
平成16年11月28日 (145回) 4,893 4,345 2,698 62.09％
平成16年７月11日 (144回) 5,409 4,843 3,305 68.24％
平成16年２月15日 (143回) 4,327 3,733 2,282 61.13％
平成15年11月23日 (142回) 5,900 5,278 3,769 71.41％
平成15年７月13日 (141回) 6,516 5,925 3,702 62.48％
平成15年２月16日 (140回) 4,664 3,966 2,083 52.52％
平成14年11月24日 (139回) 6,708 5,977 4,480 74.95％
平成14年７月14日 (138回) 7,867 7,007 4,667 66.60％
平成14年２月17日 (137回) 6,308 5,437 3,214 59.11％
平成13年11月25日 (136回) 8,601 7,664 4,819 62.88％
平成13年７月８日 (135回) 9,702 8,770 5,912 67.41％
合 計 130,620名 116,547名 77,357名 66.37％
[抄 録]
日本に初めて ｢複式簿記｣ が伝来したのは1873 (明治６) 年のことである｡ 当時, アメ
リカの公立学校で広く使用されていた簿記の教科書 `BRYANT AND STRATTON'S
Common school book-keeping (1871)' を福澤諭吉が訳し, 『帳合之法』 として同年６月
に慶応義塾出版局より出版した｡ この 『帳合之法』 が出版されてから138年という長い月






記｣ と全経簿記検定４級 ｢商業簿記｣ の過去10年間の受験状況を分析した｡ 最後に, 全経
簿記検定４級 ｢商業簿記｣ に焦点を当て, その出題構成の分析と入門簿記における簿記教
育の現状と今後の課題について考察を試みている｡
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